
港北地区実行委員会

令和７年度 港北地区
幼保小教育交流事業 活動報告

「笑顔でつながる
出会いでつながる」



５月の第２回実行委員会において、今年度の港北地区の

幼保小連携のためのスローガンを検討。

◆顔の見える関係作りを大切に、双方向で連絡を取り合い

連携や交流を進めていこう！

◆子ども・保育者・教師の皆が笑顔で出会い、ふれ合い

ながらつながりを深めていこう！

＜ 港北地区の今年度スローガン ＞

「 笑顔でつながる 出会いでつながる 」



＜港北地区の園・校数＞

◆認定保育所 ： １２６園

◆認可外保育施設 ： ２６園

◆こども園 ： ６園

◆幼稚園 ： １９園

◆小学校 ： ２６校



＜ 令和７年度の活動 ＞
◆４月１８日(金)：第１回実行委員会

     ・実行委員顔合せ・役割分担・名簿作成・事業計画立案

◆５月１３日(火)：第２回実行委員会

・港北地区令和７年度 スローガン検討、作成

・園長校長会及び総会に向けての打ち合わせ、運営準備

◆６月１２日(木)：園長校長会・総会

・総会・令和６年度の事業及び決算報告・令和７年度の事業計画及び予算案

・基調講演・園長校長の情報共有及び連携打ち合わせ



◆８月２８日(木)：第３回実行委員会

     ・「健やか子育て講演会」に向けての打ち合わせ、運営準備

◆９月２６日(金)：「健やか子育て講演会」

テーマ「生きる ～地域の中で子どもの命を育んでいく～」

講師：大法寺住職 長谷雄 蓮華 氏

◆１１月１８日(火)：第４回実行委員会

       ・「合同研究会」に向けての打ち合わせ、運営準備

◆１１月１９日(水)：小学校授業参観（Ｂ研）

・小学校授業公開及び研究会



◆１２月１１日(火)：「合同研究会」

    ・推進地区３年目箕輪地区の発表・総評・情報共有及び連携打ち合わせ

◆１月２１日(水)：小学校授業参観（Ａ研）

・小学校授業公開及び研究会

◆２月１９日(木)：第５回実行委員会

    ・令和７年度の活動振り返り・令和８年度活動計画案作成・引継ぎ

◆その他

「公開保育」：個別に実施

「交流活動」：連携したい小学校と保育園や幼稚園が

自由に計画を立て実施



◆日時：６月１２日(木)

１５時３０分～１７時００分

◆会場：港北公会堂ホール

◆参加人数：１２９名

園長・校長会（総会）



◆開会の言葉

１，委員長挨拶

２，来賓挨拶

３，令和６年度 事業報告・決算報告

４，令和７年度 事業計画・予算案

◆基調講演

「笑顔でつながる 出会いでつながる」

講師：横浜市こども青少年局担当課長

谷口 なおみ様



◆情報共有：小学校を軸に近隣の園が集まり、自己紹介や
情報共有、今年度の交流の方向性や計画について

☆谷口課長の基調講演や、今年度の事業計画の説明を受け、各ブロックとも話が盛り上がっ
ていました。

港北区でしっかり
幼保小の文化が
根付いている感じ

ました。
（小学校）

小学校との交流の
きっかけ作りや
情報交換の場に
なりました。
（幼稚園）

近隣地区の校長先生と
踏み込んだ話や具体的
な話ができて良かった。
就学後に役立つこと等
教えていただき勉強に
なりました。（保育園）

区内の幼保小が集まり情報
交換を行うのはとても有意義
でした。特に顔を合わせて
話し合うことがお互いの距離
を近くし、より良い関係を
作ることに繋がると思った。

（小学校）

谷口先生の講演は、
交流事業について分
かりやすくまとめて
下さっていたので
曖昧だったことが

クリアになりました。
（幼稚園）

改めて幼保小連携に
ついてのねらいと目標
が分かりました。

職員・保護者に伝えて
いきたいです
（保育園）



保護者・地域と共に学ぶ
「健やか子育て講演会」

『生きる～地域の中で子どもの命を育んでいく～』

◆講師：長谷雄 蓮華氏

（浄土宗 励声山 大法寺 住職）

◆日時：９月２６日(金)１５時１５分～１６時４５分

◆会場：港北公会堂２階 第１号会議室

◆参加人数：６６名



☆「命」や「生きる」ことの尊さについて改めて
考えさせらました。未来を担う子どもたちを守る
ために、それぞれができることを・・・
まずは、大人一人ひとりが「一歩を踏み出す」
ことが大切。

子ども食堂のお話
が興味深かった
です。365日行う
ことで、本当に
支援の必要な子に
支援が届くという
のが心に残り
ました。

自分自身、また、職員や
子どもたちに改めて命の
尊さや感謝の思いを持ち
今できることを見つけて
いくことの大切さを伝え
ていきたいと思いました。
ご縁や言葉を大切に保育
を行っていこうと思い

ます。

先祖を遡ることで
命のバトンを繋いで

いく過程に、
「今生きている」
ことを再認識すると
ともに、大切な人を
身近に感じることが

できた。

お話がとても上手で
聞きやすく、話し方
伝え方についても
参考になりました。
子どもたちとも

産まれる、生きる、
繋ぐといったところ
を対話してみたいと

思います。



◆日時：１２月１１日(木)

１５時３０分～１７時００分

◆会場：港北公会堂ホール

◆参加人数：１００名

合同研究会



◆開会の言葉

１，委員長挨拶 ２，来賓紹介

◆推進地区３年目 箕輪地区 発表

「０からスタート！大きな学校と

小さな園との豊かな学びを考える」

発表者 村越 直之校長（箕輪小） 箕輪小学校・保育園８園

◆総評 講師：横浜市子ども青少年局担当課長

谷口 なおみ様

◆情報共有：今年度の交流活動や今後の計画について



接続の大切さや双方に
良い影響があることが改
めて分かったので、貴重
な機会を大切にしたい
（幼稚園）

推進地区では、盛ん
に交流をしている
ことが分かった。
６年生との交流は、
６年生にとっても
大きな学びになると

思う。

（小学校）

実践報告のような連携
が継続的にできたら
素晴らしいと思う。

（保育園）

園と小学校との連携
がスムーズに行えるよう
コーディネーターなどの
仲介役がいると今後の架
け橋プログラムが上手く
遂行できるのではないで
しょうか。

（幼稚園）

日々の保育の大切さを
感じながら、10の姿を
頭に入れ一人ひとりに
合わせて活動を展開し
ていけるようにしたい。

（保育園）

できるだけ多くの園と
交流したいと思うが学校
の状況も様々なため相談
しながら調整していき

たい。

（小学校）



Aブロック実行委員小学校の活動報告



Bブロック実行委員小学校の活動報告



Cブロック実行委員小学校の活動報告



Dブロック実行委員小学校の活動報告

もうすぐみんな



０歳から１２歳までの子どもたちの成長に

携わる私たち大人が、子どもの姿を共有しな

がら、共に考え、笑顔で繋がれる架け橋を

作り、より充実した活動を展開できる幼保小

連携にしていきましょう！

港北地区幼保小教育交流事業 実行委員会

「笑顔でつながる
出会いでつながる」

＜港北地区幼保小教育交流事業
７年度振り返りと８年度に向けて＞

今年度も情報共有の時間をできるだけ長く確保し、より交流しやすいよう小学校を軸とし
たグループを自主的に作り話し合い、各地区の状況に合わせて交流活動を進めました。
幼稚園・保育園の数が多く小学校には大きな負担もあると思われる港北区の交流事業だが
引き続き、『おもてなし』でない『どうぞ』の交流」を合言葉に、気軽に連絡を取り合い
無理のない関わりとなってきている。園長校長会や実行委員会への教職員の積極的な参加
なども進めながら、更に幼保小の繋がりを深めることができるようしていきたい。
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